
勤
・
在
学
者　

●
費
用
＝
450
円
（
学
生
は
200

円
）　

●
そ
の
他
＝
運
動
の
で
き
る
服
装
（
ジ

ー
ン
ズ
不
可
）。
ラ
ケ
ッ
ト
貸
し
出
し
あ
り

m
t
当
日
会
場
で
別
宮
☎
873
・
9
0
3
2

主
催
＝
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

 
 

テ
ニ
ス
デ
ー

●
と
き
＝
3
月
21
日
㈷
午
前
9
時
〜
午
後
5

時　

●
内
容
＝
ラ
ン
ク
別
の
技
術
指
導
・
試

合　

●
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
小
学
生
を
除
く
）　

●
そ
の
他
＝
ラ
ケ
ッ
ト

貸
し
出
し
あ
り

m
t
当
日
会
場
で
西
川
☎
873
・
1
6
1
6

主
催
＝
体
育
協
会
テ
ニ
ス
連
盟

 
 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

●
と
き
＝
3
月
27
日
㈰
午
前
9
時
〜
午
後
5

時　

●
内
容
＝
技
術
指
導　

●
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者　

●
そ
の
他
＝
運
動
の
で
き

る
服
装
、運
動
靴
。ラ
ケ
ッ
ト
貸
し
出
し
あ
り

m
t
当
日
会
場
で
別
宮
☎
873
・
9
0
3
2

主
催
＝
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

そ
の
他

第
1
回
大
東
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

●
と
き
・
と
こ
ろ
＝
4
月
18
日
㈪
（
ス
タ
ー

ト
時
間
は
午
前
7
時
18
分
〜
10
時
34
分
、
受

付
は
ス
タ
ー
ト
時
間
の
30
分
前
ま
で
）　

阪

奈
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ　

●
内
容
＝
18
ホ
ー

ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、
6
イ
ン
チ
プ
レ
ー

ス
、
ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
な
ど
。
そ
の
他
ロ

ー
カ
ル
ル
ー
ル
を
適
用
。
表
彰
式
あ
り　

●

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者　

●
定

市
民
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

●
と
き
＝
3
月
13
日
㈰
午
前
9
時
〜
正
午　

●
内
容
＝
経
験
者
：
試
合
形
式
、
初
心
者
：

基
本
練
習　

●
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
小
学
生
以
上
（
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム

で
参
加
）　

●
費
用
＝
100
円
（
傷
害
保
険
料
）　

●
持
ち
物
＝
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

m
t
川
上
☎
873
・
9
4
6
9

主
催
＝
体
育
協
会
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

卓
球
講
習
会

●
と
き
＝
4
月
〜
9
月
の
第
1
・
3
（
5
月

は
第
2
・
3
）
木
曜
日
午
後
6
時
〜
9
時　

●
内
容
＝
技
術
指
導　

●
費
用
＝
1
回
300
円　

●
そ
の
他
＝
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

m
t
当
日
会
場
で
伊
藤
☎
f
873
・
4
1
9
0

主
催
＝
体
育
協
会
卓
球
連
盟

体
育
協
会
会
長
杯
争
奪
卓
球
大
会

●
と
き
＝
4
月
17
日
㈰
午
前
9
時
〜
午
後
6

時　

●
内
容
＝
男
子
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ

ブ
ル
ス　

●
対
象
＝
オ
ー
プ
ン　

●
費
用
＝

シ
ン
グ
ル
ス
千
円
、
ダ
ブ
ル
ス
1
5
0
0
円

m
t
4
月
3
日
ま
で
に
伊
藤
☎
f
873
・
4
1

9
0

主
催
＝
体
育
協
会
卓
球
連
盟

市
立
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
講
習
会

●
と
き
＝
3
月
12
日
㈯
午
前
9
時
〜
午
後
1

時　

●
内
容
＝
技
術
指
導　

●
市
内
在
住
・
在

　

三
箇
5
丁
目
の
菅
原
神
社
付
近
に

は
中
世
に
お
い
て
城
が
あ
っ
た
と

さ
れ
て
お
り
、
神
社
前
に
は
大
正
8

（
1
9
1
9
）
年
に
大
阪
府
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た
「
三
箇
城
址
」
の
碑
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
箇
城
は
、江
戸
時
代
に
深
野
池
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
る
大
き
な
池
の
島
の

中
に
あ
り
、
東
方
に
飯
盛
城
や
野
崎
城
、

西
方
に
は
榎え

並な
み

城
が
控
え
、
北
河
内
の

要よ
う

衝し
ょ
う

の
地
に
築
城
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

築
城
の
時
期
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ

ん
が
、
当
時
の
文
献
で
あ
る
「
経き
ょ
う

覚が
く

私し

要よ
う

鈔し
ょ
う

」
文
明
3
（
1
4
7
1
）
年
7
月

20
日
条
に
「
遊
佐
五
郎
、
河
内
三
个
ト

云
所
ニ
取
陣
在
之
」（
遊ゆ

佐さ

五
郎
、
河

内
三さ
ん

个が

と
い
う
所
に
陣
を
取
り
て
こ
れ

あ
り
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
降
、

城
と
し
て
の
機
能
が
整
っ
て
い
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
当
時
の
城
主
に
つ
い
て
も
明

ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
大だ
い

乗じ
ょ
う

院い
ん

寺

社
雑ぞ
う

事じ

記き

」
明
応
2
（
1
4
9
3
）
年

2
月
の
記
録
で
は
、
羽
曳
野
市
に
築
城

さ
れ
て
い
た
高
屋
城
を
本
拠
に
し
て
い

た
畠
山
基
家
の
支
城
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
、
河
内
国
の
守
護
で
あ
っ

た
畠
山
氏
に
関
係
し
た
人
物
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

時
代
は
流
れ
、
永
禄
5
（
1
5
6
2
）

年
ご
ろ
に
は
畿
内
を
治
め
た
三
好
長
慶

の
家
臣
で
あ
っ
た
三
箇
伯ほ
う

耆き
の

守か
み

頼よ
り

照て
る

が

城
主
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
頼
照
は
三

好
長
慶
が
永
禄
3
（
1
5
6
0
）
年
以

降
に
居
城
と
し
て
い
た
飯
盛
城
で
洗
礼

を
受
け
た
た
め
、
キ
リ
シ
タ
ン
武
士
と

な
り
「
三
箇
サ
ン
チ
ョ
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

三
箇
サ
ン
チ
ョ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の

布
教
に
非
常
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
畿
内
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
中

心
人
物
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
で
名

を
馳は

せ
て
い
ま
し
た
。 （
生
涯
学
習
課
）

第 18話
大
東
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
に
見
る
地
域
遺
産
⑦

『
キ
リ
シ
タ
ン　

歴
史
に
残
る

 

三
箇
城
』

三箇菅原神社前の石碑

住道大橋

会所橋

正覚寺

市役所

大阪生駒線

菅原神社
三箇城址

三
箇

深北橋

河内街道

寝
屋
川 河

内
街
道

深
野
北
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